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河原井さん根津さんらの「君が代」解雇をさせない会　：会報
  河原井さん・根津さんらの　「君が代」解雇をさせない会ニュース

　　　　NO15 　発行：2008年4月20日　

連絡先：〒186-00041東京都国立市北１－１－６　コーポ翠１階
多摩島嶼教職員組合（略称：多摩教組）TEL 042-571-2921　Fax 574-3093

郵便振込口座：00110-4-279595河原井さん根津さんらの「君が代」解雇をさせない会
 　　　　　　　　　　　http://www.din.or.jp/~okidentt/nezusan.htm　
　http://homepage2.nifty.com/kaikosasenaikai/

[image: image2.jpg]



[image: image3.png]AE B A B 13 PR
R \F) (SRR b B _ |
%@ﬁ” A FPBY e T F (=

,ﬁ’
Z
”




　　

　　意見広告はおかげさまで朝日と読売新聞2社に掲載！　　　　

　　東京・毎日・朝日新聞声の欄等、世論が味方になりました。
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　それは、２月1日から始まりました。
　停職期間が開け、10月1日から勤務していた南大沢学園で、根津さんは、「OBJECTION　HINOM

ARU　KIMIGAYO」というロゴの入ったトレーナーを作業着として着ていました。それに対して、尾崎校長は職務専念義務違反と職務命令違反として都教委へ服務事故報告書を上げたのです。昨年の10月のことです。

　そして、2月1日都教委による事情聴取。私たちの間に緊張が走りました。職務命令違反となれば、不当な累積加重処分を科している都教委は、卒業式前に懲戒免職処分を出すのではないかという危惧を感じたからです。その日は、都庁第2庁舎27階に、50人近い人が根津さんを心配して集まりました。その日から闘いの火ぶたは切って落とされました。

　根津さんの人事部に対する公開質問状提出、会からの要請文提出、人事部からの回答を聞くなど、

人事部への行動が始まりました。そして、2月14日と28日に開かれた2回の教育委員会定例会傍聴。そのための街頭宣伝。根津さんには、あちこちのマスコミ関係者から取材要請がありました。中でも、2月13日づけの東京新聞朝刊に載った「服のロゴでクビ？」は、翌日の定例会傍聴を前に大きな反響を呼び起こしました。

　教育委員会定例会の議題には、毎回、非公開の懲戒処分案件があり、やはり、毎回50人もの人が傍聴券を求めて並ぶという事態がくりひろげられました。第３回目の定例会は、3月4日。翌日の新聞発表に根津さんの名前が載ることはありませんでした。次回定例会は卒業式以後の3月28日という発表があり、トレーナー処分は卒業式時の不起立者処分案件と同時に、重ねて出されることが決定的となったのです。懲戒免職処分の危険が高まりました。

　3月11日からは、残り少ない休暇をやりくりして、根津さんの4時半都庁通いが始まりました。

　「私を解雇しないで。」と迫る根津さん。２７階の廊下は、理不尽なことに警備員が10人近く配置され、人事部の若い職員は目をあわさないように空を見つめ、何を質問しても答えません。答えるのは、金井任用係長と市原服務担当係長の二人だけ。

　戦争体験をもとに静かに都教委の姿勢を正そうと語りかける人、この阻止線を解いてくださいと訴える人。「不起立をしているのに職務命令も出ないし、処分もない」ことを要請文にして、抗議をつきつけた葛飾の教員。本当にいろいろな人が自分の意思で集まり、声を挙げました。根津さんの都庁通いは２８日まで続きました。

　３月２８日の教育委員会定例会は、６０人を超す人が傍聴券を求め、傍聴に外れた人たちとともに、集まった80人もの人たちが、３０階のエレベーターホールで、「根津さんを解雇するな！」とシュプレヒコールをあげつづけ、定例会会場にも響いて来ていました。

　そして、公開定例会の最後に、竹花教育委員から「日経新聞のコラムをたまたま読んだが、マスメディアの記事で見逃しているものも多いと思うので、定期的に教育委員会の場に紹介してほしい。また、教育行政について教育委員会宛てに、都民の声が寄せられていることがあるんじゃないかと思う。東京の教育行政にとって参考になるものを、耳の痛い話も含めて、教育委員会の我々に紹介していただくことはできないか。僕らもできるだけ（都民の声に）耳を傾けていきたいので、ご協力をお願いしたい」という発言があったのです。

　この発言を聞いていた傍聴者は怒りの声を上げました。この発言の意味することは、今まで集めた２９０５１筆の署名も、東京教組が出した署名も、会として出した請願書も、何通も出した要請書も、教育委員のもとには届けられていないということなのです。「俺の集めた署名を今すぐ返してくれ」と抗議をする人、当たり前のことが行われていないことへの怒りは頂点に達しました。

　こんな激闘の２ヶ月をすごして、あの３月３１日を迎えたのです。

　３月３１日の南大沢学園には、雨の中、全国からたくさんの人が集まってくださいました。大阪、広島、名古屋、福岡、茨城、大分とこの日の朝に間に合うように駆けつけてくださいました。心よりお礼申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　＊　　　　　　＊　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　一緒に　闘えた　喜び　　　　　　　　　　　

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中直子（大阪）

２００８年３月３１日午前１０時半、南大沢学園養護学校門前・・・この時、この場所にいることのできた喜びを、これから先ずっと忘れることはないでしょう。

　当日の朝６時１０分前に大阪の自宅を出て、門前に着いたのは１０時でした。その場に立っておられた皆さんのお一人に、おそるおそる「処分はもう出たんですか？」と聞いた時、口には出さずとも、それは「免職処分はもう？」という意味でした。「まだ。でも、都教委が今、中に入っていった。」と答えてくれた方も、おそらく同じ思いだったでしょう。３０分後にあんな嬉しい瞬間が待っていようとは、その時点では思いもよらぬことでした。

　トレーナー問題が出てきた２月以降、３回にわたって都庁での要請行動に参加しました。要請に対応する人事部職員課任用係長の表情は回を追って人間らしさを失っていき、怒りを通り越して、気味悪くさえ感じられる程でした。また、教育情報課課長には、持参した申し入れ書について、「教育長に渡すとは約束できない、それがいやなら受け取らない」と言われました。気力が萎えそうになることもありましたが、根津さんは、本当に根気強く、どんな相手にも決して「あんたに言っても仕方がない」という態度を示さず、魂の奥からほとばしるような語りかけを続けられました。その姿に、いつも励まされました。

「君が代」解雇はこの国がどこへ向かっていくかの問題です。クビを賭けても戦争への道を阻もうとする根津さんを、私たちは教育現場から奪われずにすんだ！　良心に根ざした闘いは、どんな困難な状況をも打開する力を持っていると、圧倒的実例をもって教えてくださった根津さん、解雇させない会の皆さん、ありがとうございました。一緒に闘えて本当に幸せでした。

さて、去年６月以来何回か都庁前街宣行動に参加させていただき、マイクを手に「大阪ではまだ起立を命じる職務命令は出ていません」と話しました。ところが、４月７日に、大阪府下で初めて、門真市立３中と４中の新１年担当教員に対し「君が代」斉唱時の起立を命じる職務命令が出されたのです。ご存じのように、門真３中卒業式で、「君が代」斉唱時、一人を除いて卒業生全員が着席するという出来事がありました。
　門真３中で卒業式前に、生徒たちに「君が代」について説明し、起立するかどうか自分で考えるようにと語りかけた先生たちについて、門真市教委による調査が、４月８日現在も続けられています。それこそが真の教育なのに、「偏向教育」のように言われて、もしかしたら、皆さんがこの文を読まれる頃には、何らかの処分が出ているかもしれません。

　ここが踏ん張りどころです。この先、起立を命ずる職務命令がどんどん広がり、現段階では大阪府下で何千人もいる不起立の教職員がほとんど起立してしまうならば、この春、根津さんが都教委からもぎ取ってくれた成果を、大阪では無にすることになります。

市民として、現場教職員を支えて闘っていこうと思います。３月３１日朝、南大沢学園養護学校門前で味わった喜びを何度も思い返して、それを力に進むつもりです。
　市民として、現場教職員を支えて闘っていこうと思います。３月３１日朝、南大沢学園養護学校門前で味わった喜びを何度も思い返して、それを力に進むつもりです。


　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　＊



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小野　政美（愛知・小学校教員）

２００８年３月３１日の雨の朝、東京・八王子・大沢養護学校前の光景を僕は決して忘れることはないだろう。

その日、東京は朝早くから冷たい雨が降っていた。京王線大沢駅に着いたのは６時半過ぎ、７時半に根津さんが改札口から出てきた。根津さんと、同行したＴＢＳ記者と一緒に大沢養護学校に向かった。途中、記者は、根津さんに予めインタビューした。「免職処分が出ると予想される今、どんな気持ちですか？」「免職になったら、何をしますか？」

　根津さんが勤務時間に間に合うように学校の門をくぐった後、大沢養護学校の校門前で、僕たちは、「根津さんを処分させないぞ～！」「根津さんの解雇処分をさせないぞ～！」「根津さん、がんばろう！」と交代で抗議とエールを送り続けた。９時半頃、タクシーを降りた都教委の役人二人が隠れるように学校に入っていった。根津さんは、まだ出てこない。

随分時間をおいたように感じた時間が過ぎ、根津さんが、職員室から顔を出して叫んだ。

「（都教委は、私を）クビに出来なかった！停職６か月だって！」

「やったぞ～！」「勝ったぞ～！」

大沢養護学校の２階の窓から顔を出して、冷たい雨の降る中、校門前で根津さんへのエールを送り続けていた僕たちに向かって叫んだ根津さんのあの声。

「やったぞ～！」「勝ったぞ～！」「この雨は天のうれし涙だあ！」

予想に反しての都教委の処分内容に、思わず泣き叫んでいた僕たち。

誰彼と言わず泣きじゃくり、抱き合って喜び合ったあの雨の朝の大沢養護学校校門前。

僕は、マスコミ各社の取材・報道クルーがいる中で、マイクで叫んでいた。

「全国の人々に伝えます。都教委は、根津さんを免職にすることが出来ませんでした。根津さんは、都教委に勝ちました。『君が代』不服従・不起立の闘いは、今日から新しい段階に入りました。『勝って兜の緒を締めよ』の言葉通り、気を許さず、粘り強く闘い続けていきましょう」

１時間の年休を取って校門前に報告に現れた時の、根津さんのこれまで見たことのないあの満面の笑顔。きっと、子どもたちといる時に見せる根津さんの本来の笑顔なのだろう。

「君が代」斉唱時の不起立をでの６か月停職は、決して喜ぶべきことではない。しかし、都教委が宣言予告していたように、誰もがそう思いこんでいたように、僕もまた、根津さんへの停職６か月処分の次に来るのは免職しかない、そう思いこんでいた。

しかし、根津さんだけを他の処分者と分離し、わざわざ勤務先養護学校に出向いて処分発令するという姑息な手段を弄した都教委をしてもなお、根津さんを「みせしめ免職」にできなかった。

なぜ都教委は根津さんを免職に出来なかったのか。

それは、何よりも、「君が代」不起立で、子どもたちの人権と教員の教育の自由・思想良心の自由を守り抜くために、「不起立」という表現手段で抵抗する教員を免職する根拠がどこにもないことである。

同時に、全国各地で、そして、幾つかの外国から、根津さんへの「君が代」免職を許すな！と、電話・ＦＡＸ・メール・署名という方法で、あるいは、僕も何回か同行した、都教委への出向いての連日の要請で、あるいは、集会や学習会で、あるいは、裁判の傍聴で、あるいは、「『君が代』処分」の映画会で、新聞への意見広告で・・・、根津さんの不服従・抵抗・闘いに連帯・支援する、文字通り草の根からの多くの良心的な人びとによる、多様で多彩な活動があったからに違いない。

もしも、根津さんが、子どもたちと生きる現場で、自分の生きている存在のすべてを賭けた不屈の抵抗・闘いを続けなかったとしたら・・・、もしも、根津さんの抵抗・闘いに、誰も連帯・支援の行動を起こさなかったとしたら・・・、もしも、連帯・支援の行動が、この間の大きなうねりのように広がらなかったら・・・、大方の予想通り、都教委の処分は、根津さん免職しかなかったであろう。

しかし、「（03年）10.23通達」以来、408名の処分（2008.3.31まで）を発令し続けてきた都教委をして、根津さんを免職にすることは出来なかった。

　

　2003年夏に名古屋から全国の仲間たちに呼びかけて始めた、名古屋合宿以来の教育基本法改悪反対の組織・団体・個人を問わない全国的ネットワークの運動として結成した、「教育基本法の改悪をとめよう！全国連絡会」による７回の全国集会でも、事務局メンバーの一人として、ほぼ毎回、根津さんに被処分者当事者としての立場からのアピールを行ってもらおうと僕は会議の度に提案し、根津さんに連絡を取り、報告を依頼してきた。名古屋での集会にも来てもらった。それらの行動は、小学校現場勤務の３０年間の「君が代・日の丸」不服従を続け、根津さんの不服従・不起立に連帯することはもちろんとして、僕の出来る、僕が当然しなければならない、支援というより、根津さんとの連帯の行動のささやかな行動だった。　　　　　　　　　　　　　　　

　

（小野さんの文章は、この後、韓国のハルモニたちのこと、「教育基本法の改悪をとめよう！全国集会」と続きますが、紙面の都合で割愛させていただきました。小野さんありがとうございました。事務局より）

　　　　　　　　　　
　　　みんなで勝ち取った勝利　みんなで喜び合いましょう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根津公子

■生涯忘れえぬ３月３１日の日記
２８日の教育委員会定例会で処分が決定され、該当者には処分発令の出張命令が出されたというのに、私だけはそれがされなかった。とすれば、免職間違いなし、と思わざるを得ない。いよいよ明日が処分発令の日という３０日の夜、私は、免職以外の可能性は全くないと踏んで抗議声明を書いた（打った）。免職にさせないために、この２ヶ月やれることはすべてやった。後悔はない。しない。明日の処分発令を新たな闘いの出発にしよう。そう思いながら書いた。普段より早くに布団に入ったけれど、余り眠ることができずに朝を迎えた。
　３１日は７時３０分、学校に到着。冷たい雨が降る中を、すでに何人もの友人たちが校門前に来てくれていた。荷物を職員室に置いた後、支援に来てくれた人たちとともに、都教委職員（役人）の登場を待った。報道関係者も多数見え、取材に応じた。

８時２５分の始業に合わせて、私は２階の職員室に戻った。窓ガラス越しに、みんなの顔が見え、訴える声が聞こえてくる。遠慮気味に窓を開けて、みんなの話しに耳を傾け、一人ひとりの顔を追った。泣き声で途切れ途切れになりながらマイクで訴える友人、知人たち。２００６年度在職した鶴川二中学区のお母さんたち、子どもたち。小学生のTさんの笑顔が私の目に飛び込んだ途端、私の中で強力なパワーが駆け巡った。北海道、長野、大阪、愛知、広島、福岡、大分からも、このために来てくださって感激。死刑台に上らされる私を見守り、校長や都教委に抗議しようと、駆けつけてくださったたくさんの方々（９０人に近い、と聞かされた）に、支えられていることに感謝した。部屋の中にいても寒いほど花冷えのする、おまけに雨が降りしきる中で、時間ばかりが経っていく。皆さん、予想もしない寒さに、大丈夫だろうか。都教委はここには来ないのか、どこかに私を呼び出すのだろうか。いろんなことが頭を去来する。

「都教委が来た！」と誰かが叫ぶ声に、下を見ると、一人は見覚えのある顔であった。都教委の役人だ。間違いない！と思った。時計を見ると針は、９時２７分を指していた。１０時頃、鈴木副校長が私を呼びに来た。「根津さん、お伝えすることがあるので、校長室に来てください」。校長も来て、「１０時３０分までに来なければ、受領拒否と見なします」と居丈高に言う。「来る時が来た。落ち着け」と自分に言い聞かす。同僚の一人が、「私たちにできること、何かある？」と聞いてくれた。「付き添ってもらえたら、とってもうれしい」と言うと、すぐに声を掛け合い、５（４？）人の同僚が同行してくれた。春季休業中なので、出勤していた人は少なかった。もう、これで十分心強い。うれしかった。
　１０時２０分、同僚たちに同行してもらって校長室に行き、引き戸を開け、一歩中に入ると、即座に副校長がやってきて、「戸を閉めてください」と私に、「手で押さえて、戸を閉めさせません」とあちら側の人に言った。都教委の役人は、個人情報だから戸を閉めるよう、私に告げた。「この場で受け取ります。そこまで行かなくとも、ここは（あなたたちが指定した）校長室です。個人情報が知られて私には困ることはありません。いえ、皆に知ってほしいですから、そちらがここに来てください。」と私は言うが、彼らは、「受領拒否」に仕立て上げればいいだけのこと。処分書を受け取るために、仕方なく、都教委の役人の近くまで進んだ。補佐役は、三田村管理主事、処分書を読み上げたのは、江藤職員課長。この２ヶ月間私たちが都教委人事部職員課に要請をした際に、対応を求めても出てこなかった課長がここにいる。課長は処分書・処分理由書を立て続けに読んだ。「停職６月」と聞こえた。まさか、間違いじゃないよね？！一刻も早く、廊下で待つ同僚たちに処分書を見てもらいたい、とじりじりする思いで長い処分理由書を読み上げるのを待った。処分書渡しが終わると、校長は転任校を告げた。「あきる野学園養護学校」と言った。
１０月に復帰して南大沢学園での仕事に就き、校長は私の仕事ぶりを見ることなく、１１月１４日、「来年度の人事構想にあなたは入っていない」と告げた。それは、尾崎校長の判断ではなく、都教委のシナリオに沿い、都教委の指示通りに、何の躊躇も考えもなく、校長職の尾崎氏がなした行為であることは疑うべくもない。そして、この運び。都教委は私に対し、要綱等を駆使して可能な限りの嫌がらせを行って来たので、いまさらの感あり。
この話の時には、もう私は出口の前にいたのだが、副校長は私と引き戸との間のわずか数十ｃｍのところに、ついたてを入れた。何のための目隠し？といぶかしく思っていたら、廊下に出て、その理由がわかった。同僚たちは、引き戸１枚を隔ててガラス越しに、そしてついたてのわずかな隙間から中をうかがっていたのだとのこと。副校長の行為はまったくの喜劇だ。
　処分書を持って廊下に出て、まずは皆に処分量定の記載を確かめてもらった。「免職じゃないよね？」「うん、違う。停職６月、と書いてある」「やったー」「やったー」みんなで喜び合った。免職ではなかったうれしさと、同僚たちが気持ちを共有してくれたうれしさ。なんという幸せ！都教委の役人や校長たちは同僚たちの喜ぶ声をどんなふうに聞いたのだろうか？いや、それは、指示された職務外のこと、意に介さず、なのか？
　外の皆に報せなくちゃ、と職員室に駆け上がり、私はまずは年休処理簿に１時間の年休申請をした。その間に同僚が外の皆に、笑顔でサインを送ってくれていた。年休申請を済ませた私は、窓から皆に向かって、叫んだ。「みんな聞いて！都教委は、私をクビにすることはできなかった！！」（と、言ったそうだ）。そして、転げるように外に走った。歓声と泣き声で迎えてくれた皆と、抱き合い、喜び合った。
処分理由書には、卒業式での不起立のほかに、「OBJECTION HINOMARU KIMIGAYO」のロゴの入ったトレーナーについての、職務専念義務違反、職務命令違反が加えられていて、なおかつ、停職６ヶ月。とすると、昨年の君が代「不起立」での停職６ヶ月処分よりも薄まったとも言える。一段ごとに死刑台への階段を上らされる累積加重処分に、風穴を開けることになったのだ。「君が代」処分自体が間違いであり、半年間も仕事を奪い、収入を途絶えさせる停職６ヶ月処分は、許しがたいことではあるけれど、連日集まり行動してくださった人たち、都教委にいろいろな形で声を寄せてくれた全国の、いや、世界各国の人たち、そういう人たちの力によって、勝ち取ることができたものだ。また、トレーナー処分発動か？！という２月から３月末までにいくつもの新聞社がした報道は、どれも、「都教委よ、余りにひどいじゃないか」といった論調だった。そうしたことのすべてが、都教委の判断に影響したことは明白だ。私一人がどんなに動いても間違いなく、免職・追放は食い止められなかっただろう。大勢の人が見える形で動いたことが、都教委の暴走にブレーキをかけたのだ。私たちみんなの勝利だ！
都教委は、不起立・処分発令対象者から私を分離して、学校で密かに処分発令をしてしまおうと考えたのだろうけれど、結果は彼らの目論見からすれば、裏目に出てしまった。お昼のニュース（TBS・TV）が、学校前で喜び合う私たちの姿を映し出し、翌日の毎日新聞は、「根津教諭『私たちの勝利』」の見出しでそのシーンを伝える記事と写真を大きく掲載した。東京新聞の報道も、「『大勢が動けば変えられる』」の見出しで私の声を大きく伝えていた。
午後は、不起立・被処分者２０人の、私と退職者以外の人たちへの処分発令が水道橋の教職員センターで行われた。河原井純子さんは、私の昨年と同様に、停職６月。早くその場に合流したかったけれど、年休の残が２時間しかなく、１５時１０分、その年休を使って、集会と記者会見会場に向かった。
■皆さん、ありがとうございました。そして今後ともよろしく。

殺されるのを座して待つことはできない。そう思い始めた２月１日にトレーナーの事情聴取。「トレー

ナーでクビにされてしまう」と緊張感が走った。友人たちからアドバイスをもらう中で、７日から動き始めた。それからの２ヶ月近くの間、動けるだけ動いた。大勢の人が駆けつけてくださった。日増しに人が増え、３月終わりには、１日に１００人もの方が来てくださった。教え子も。皆さん、ご自身のことのようにご自分のことばで、都教委の職員に怒りを叩きつけ、追及し、説得された。職場の同僚たちからは何度もうれしいことばやアドバイスをいただいた。トレーナー処分の動きの中で知り合ったばかりのEさんが、毎朝、校門前にプラカードを持って、立ってくださった。２００６年に勤務した鶴川二中学区の町田・鶴川の若いお母さん・お父さんたちは、虹のたねというグループをつくって、すごい行動力でイベントを行い、都教委にその姿を示された。１０月からの毎週木曜日、都庁前で情宣をされたKさんたち。「君が代解雇をさせない」取り組みを行い、都教委にその声を届けられた全国の団体・グループ・個人の皆さん。意見広告にカンパ協力してくださった皆さん、都教委や校長にFAXや電話を入れてくださった皆さん。国内だけではなく、アメリカ、カナダ、韓国、フランス、ドイツなど、海外から動きを作り都教委に働きかけてくださった人たち。それによって、国際問題にも発展した。

また、都庁に日参する中で都庁に働く方たちからいただいたねぎらいや励ましのことばにも、大きな力を与えられた。いろんな人たちとの出会いに本当に幸せを感じています。大勢の人が本気で動けば、組織や社会は変えられる。そう実感し、ますます希望を見出しています。そんな気持ちも伝えたいと思いながら、今回も停職「出勤」と都庁行きをしています。

　うれしさいっぱいの気持ちを都庁で働く人たちに伝えたいと思い立ち、４月２日にはそれを伝えるチラシを持って朝の情宣活動。そして、その後は喜びに浸っていてはいけない、抗議だ。１０・２３通達撤回に向けて具体的に行動しようと思い、８日から早速みんなで行動を始めました。
　この間の行動で明らかになった次の二点について、質問書を出しました。

１）署名や要請書が処分を決定する教育委員会に届いていなかったこと。

２）「君が代解雇をするな。処分をするな。」と、私たちが要請するときの職員課の「責任者」として対応していた金井任用係長が、私たちへの対応を「からかい」の対象として発言したこと。

　この問題は、現在の都教委の体質を如実に示すことですから、徹底的に追究していきます。金井係長の発言を聞いた人に同行してもらう用意があることも金井係長には伝えてあります。

　　　予定　：　月曜は鶴川二中と立川二中に隔週で　火曜はあきる野学園　水曜は南大沢学園　

　　　木曜は都庁（8時からチラシ撒き・情宣をし、その後、都教委に行きます。ぜひご参加ください。

　　　裁判やその他の都合により、予定通りに行かないこともあります。いらっしゃる際には、ご一報を。

　　　　　　　090-3543－8743　　　　　　　・ホームページでその週の予定が見られます。


●「自分らしく生きる」ことは手離さない。
１月、２月、３月の３ヶ月は、「ひとりひとりが自分らしく生きていくということは」「もともと違う人間同士が共生共存していくことは」「共闘とは」などなど根源的なことを考えたり、感じることの多い３ヶ月であった。

　卒業式の約１ヶ月前の２月２４日、福岡で労働者交流集会があった。学校は目がまわる程すざまじい年度末であったが、ゆっくり陸路で長崎に出発した。２３日は長崎で市民グループによる「君が代不起立」の上映会（※長崎新聞に掲載）があったので全国行脚、長崎から福岡へであった。

　福岡の集会に毎日新聞の記者の林田英明さんが取材にみえていて、私の「想い」を毎日新聞に記事として、また雑誌「パトローネ」にも要約したものを掲載してくださった。（この要約は後日出版予定の本の中にも盛りこまれるそうで、とてもうれしい!!）限られた紙面の中で、私のなかに一貫しているものを、変わらぬ私の「想い」をエキスをとってまとめてくださった。同志に出会ったうれしさがあった。

　ここで、要約文を紹介したい。どんなに累積加重処分されても、どんな状況になっても「自分らしく生きる」ことを手離さない証として……

「君が代不起立」　普段着の実践　―河原井淳子さん講演―　　　　北九州市　■　林田英明
　「私、教師に向いてないんですよ」と、柔和な表情から落ち着いた口調で話す。東京都立八王子東養護学校に勤める河原井淳子さん（58）はいつも自然体である。「君が代不起立」で停職３ヶ月の処分をすでに受けていながら、どうしてこんな態度が取れるのか最初は不思議だった。

　２月２４日、福岡市中央区の農民会館大ホールに８０人の参加者を集めた「～生きるためにつながろう　勝つために団結しよう～０８春闘勝利！２・２４福岡労働者交流集会」（同集会実行委員会主催）で壇上に立った小柄な河原井さんの目線は上からではない。盲・養護学校一筋に教員生活３３年。常に子どもたちと対等に生きてきたからだろうか。河原井さんの信条は二つ。一つは「イエス・ノーをはっきり言い合おう」。「障害」児学校では、なかなか実行が難しい。「イヤならイヤだと言って逃げてきていい」と伝えてきたという。もう一つは「女らしく、男らしくではなく、自分らしく生きていくことを模索しよう」。一人の人間として各個人が尊重されることを望んでいる。

　

１０・２３通達の驚き
　だから、都教育委員会が２００３年に出した「１０・２３通達」には驚いてしまった。日の丸に向かって起立し、君が代を大きな声で歌わなければ、校長の職務命令従わなかったものとして処分されるのだ。

　「教育正常化」が進んでいた福岡などとは時間のズレはあるが、都教委独自の累積加重処分によって、河原井さんは、昨春、停職３ヶ月となり、同様の同６ヶ月処分を受けている根津公子さん（南大沢学園養護学校）とともに解雇処分の恐れも出ている。

　河原井さんは、子どもの権利条約や改定される前の教育基本法にも違反する通達に「全身でノーでした」と振り返る。この言葉には力が入っていた。日ごろ子どもたちと交わしていた教育実践、教育活動の自然の成り行きを「普段着の不起立」と表現する。日本国憲法の思想信条の自由すら押しつぶしていく都教委の通達に基づく処分は、２月現在で伸べ３８８人に上っている。

　「君が代解雇を許すと戦争への道につながる」と危機感を覚えた河原井さんは停職期間を利用して昨春から“全国行脚”を始めた。四国を除き、点が線になろうとしている各地とのつながりは、復職した今も、土日を使って続けられ、「根津、河原井の問題は、明日の自分たちの問題だという認識が広がってきた」という実感を手にした。決して、東京だけの特定、特有の問題ではなく、話を聞いた多くの人がこれから何ができるか考えるきっかけを提供している。

ストップ「茶色の朝」
　「河原井さんは種をまきに来たんですね」と言われるのがうれしい。一方、「がんばっていますね」という激励は胸にストンと落ちない。君が代不起立は教育実践の一つなのだから、ここで河原井さんは歌うようなリズムで語りかけた。

　「がんばらない、あきらめない、楽しみたい、つながりたい」

　この言葉に勇気づけられたという感謝の声も届くそうだ。「すべての労働者が格差の前で息絶え絶えになっている。しかし、闘いは苦しみだけでは永続しない。闘いの中身が充実することによって自分の人生が豊かになると思えるほど永続する。」そして「茶色の朝」を持ち出した。「茶色の朝」とは、1998年にフランスで出版されたフランク・パブロフの短編。犬や猫は茶色でなければならないという国家の法令におかしいと思いながらも慣らされた市井の人々に訪れる恐ろしい結末は、80年代以降に広がった極右勢力への抵抗を喚起するものだ。「何かおかしいことがあったら、どんな小さなことでもいい、抵抗する。それが『茶色の朝』化をストップさせる」と河原井さんは呼びかけた。

　「１０・２３通達」では、３回の不起立で懲戒免職を示唆している。河原井さんはすでに５回。解雇にいたっていないのは、反対運動の広がりと「難波判決」が影響していると考えられる。難波判決とは2006年9月、国歌斉唱義務不存在確認と損害賠償を求めたいわゆる「予防訴訟」で東京地裁の難波孝一裁判長が下した判決を指す。「教職員に対し、一律に、入学式、卒業式の式典において国歌斉唱の際に国旗に向かって起立し、国歌を斉唱すること、ピアノ伴奏をすることについて義務を課すことは、思想・良心の自由に対する制約になるものと解するのが相当である」と、通達に基づく都教委の強制や処分を違憲と断じたものもので、突破口が開かれた。河原井さんが支援者らと都庁に赴き、都教委包囲行動に取り組む中で心がけることは「対決」ではなく「対話」。「河原井さん根津さんらの『君が代』解雇をさせない会」が作成した黄色いのぼりには「強制反対　日の丸・君が代」の下に大きな文字で「都教委に対話を求めます」と書かれている。河原井さんは言う。「都教委の職員も上から命令されているだけだから。あなたも人間でしょ。本当にいいと思っているのかとただすと彼らの心が揺れているのが分かります」

　北陸や東北など日の丸・君が代が当たり前になっている所では、不起立者を管理職はみえないふりをする。放送係など式場外に担務をふりわけるソフトな措置も“常識”だろう。河原井さんは、東京をたたけば全国を制覇できると支配者側が考えているとにらんでいる。

少数者になる恐怖
　通達が出された時点で、もし一斉にほとんどの教員が日の丸・君が代への反対行動を起こしていれば通達は白紙撤回できたかもしれない。ところが現実は逆だった。河原井さんは通達後、はじめての卒業式でがくぜんとする。約100人いた教員の中で、それまで日の丸・君が代に賛成して立っていた体育会系3人の存在を冷たい目で見ていた教員たちが一斉に立ったのである。座ったのは河原井さんだけだった。式後、河原井さんの下に歩み寄った体育会系の一人の教員は言った。「本当に日の丸・君が代に反対だったのは、あなただけだったんですね」と。経済的な理由などを言い訳にしても、つまるところは少数者に身を置くことへの恐怖ではないか。河原井さんは、むしろ体育会系の彼らと通じ合えるものを感じたという。彼らも、それまで上から言われて立っていたわけではない。立場は正反対でも、それなりの信念で主体性をもって式に臨んでいたところに個の確立を見たのかもしれない。

　転勤のたびに、河原井さんの驚きは増していく。最初は、教員の圧倒的反対があったため管理職は一人一人に職務命令を伝えて名簿に丸印をつけていた。ところが、次では職務命令を取りに来るよう校内放送が流れ、何か楽しいことでもあるかのように校長室に列ができた。そして今や、予行練習の段階から教員たちは起立している。職務命令に基づく「立ってください」という教頭らの声もなく、座っていても処分されないにもかかわらず。「これが、支配者の望む姿だったのだ」と河原井さんは気づいた。

雑木林の学校こそ

　そんな絶望的にも思える状況でもまだ、少数ながら「ノー」を貫いている教員たちが全国にいる。昨年制作されたドキュメンタリー映画『君が代不起立』（ビデオプレス）の上映会が各地で行われており、出演者の一人である河原井さんも“全国行脚”の過程で「いまツメを隠していますから」と話す若い世代に出会い、希望を見いだしている。上映会に参加した半数が主催者の知らない顔だったという例も増えてきており、「学校でそんなことが起こっていたなんて知らなかった。日の丸・君が代の歴史を学んでいなかった」と率直な気持ちをぶつけてくる青年もいる。解雇させない会の若い世代の発案で3月上旬には朝日新聞に「え？歌わないとクビ!?」と題する意見広告も東京、福岡など35都道府県に掲載された。

　河原井さんは最後に巻物を広げ、そこに筆でしたためた自作の詩「決してあきらめず雑木林の決意」を読み上げた。「多種多様な雑木が共存できる学校や社会を作り出したい。どの子の命も大切にはぐくまれる雑木林。2003年10・23通達に服従しない。わたしがわたしで生き続けるために」。あきらめず、つながれば、学校や社会に光を取り戻すことができるという人間の感情がほとばしる。河原井さんこそ、教員に向いていると私は思った。(雑誌「パトローネ」より)

この6ヶ月もがんばらない、あきらめない、たのしみたい、つながりたい、でいきます。

　不当処分が発令された2日後の4月2日、また私は同志に出会った想いがした。東京新聞（4/2・夕刊）の今井澄さんの記事である。この2日間「停職6ヶ月」を創っていただけに、とても心強かった。

　１９６９年東大安田講堂で全共闘防衛隊長、１９７７年９月に公務執行妨害などで収監され、１９７８年３月まで6ヵ月間、獄中の人になる。そこで綴ったノート4冊の日記について掲載されていた。

　獄中にあっても自身のマルクス思想が変わらないことを宣言しつつ、１９７７年の日記に


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と記している。

　まさに変革の意思である。

　２００２年に胃がんで亡くなってしまったが、私は、今井さんの最期を映像で対面している。地域医療を医師として刷新した今井さんは、自分の最期も、自宅でむかえたのである。

　私も「変わる、きっと変わる」の変革への意思をもって６か月を充実させたいと創っている。２００３年１０・２３通達の撤回を目指して、決してあきらめずに。

　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　＊


　　●根津さんの闘争はなぜ勝てたのか?　～巨象を追いこんだ「一人ひとりの本気」
　一人の教師・根津公子さんの抵抗を、巨象の石原都教委がひねりつぶそうと思えば簡単にできたはずなのに、できなかった。停職6ヶ月の処分は受けたもの の、初めて累積加重処分を止め、解雇をさせなかったことは「大勝利」だった。
　では、なぜ勝てたのだろうか。根津さんは「みんなの力」といった。しかし誰もが認めることは、根津さん本人の必死のたたかいだった。2月からほぼ連日、都教委に通いつめ、ノドをからしながら「私をクビにしないで」と体を張った訴えに都教委職員でさえも度肝を抜かれた。薬害肝炎の患者さんたちと同じように、当事者が頑張り、直接行動をやりぬいたのだ。それに、これも薬害肝炎と同じように「世論」（まだ小さい規模だが）を動かしたことだった。都教委のなかで「根津には世論がついているから手強い」という話が出ていたと聞く。全国11万を越える署名、アメリカ・フランス・カナダからの要請書、そして「東京新聞」はじめマスコミの取り上げも多かった。「当事者の頑張り」と「世論」、これが勝利の基本要因だった。
　そして、その基本要因を支えたのが、一人ひとりの支援者だった。たとえばAさんという人がいる。この人は、毎朝、根津さんの南大沢養護学校前に通いつづけ、プラカードをもって校長に職務命令を出さないよう圧力をかけつづけた。Aさんの自宅から南大沢まで1時間以上かかるという。「なぜそんなに頑張るのですか?」という私の質問に「これは根津さんの問題ではなく、私の問題だからです。君が代不斉唱だけでクビになる世の中に絶対にしてはならない」とAさんは答えた。この間、手弁当で支援を続けた多くの個人はそんな思いだったのだろう。
　大阪・三重・広島・大分から駆けつけた人、都教委に抗議電話をかけ続けた人、新聞に投書を出し続けた人、議員に働きかけて国会質問を実現させた人、マンガで訴えた人、新聞意見広告に100万円を出した人、チャリティ音楽会を開いてカンパした人、マスコミのなかで精一杯記事にした人、都庁交渉を深夜まで連日やり抜いた人・・・あげればキリがない。そうした一人ひとりが本気になって、自分の得意分野で最大限の力を発揮したこと、その総合力が、巨象・都教委を追い込んだのだと思う。だから、もうひとつの勝利の方程式は「一人ひとりの本気 + 総合力」といえる。
　たしかに今回は「針の穴」をあけたにすぎない。しかし、「勝利の方程式」を今後の運動に生かせば、まだまだ状況を変える可能性はあると思う。（松原明）…ビデオプレス

　　●南大沢学園に連日プラカードを持って立ち続けたAさんより

　私の根幹にあるのは「諸悪の根源は天皇制と安保条約」と言う認識です。根津さんの問題は天皇制にも繋がるものとして捉えました。又、「正義」を貫く人、間違っている社会を正す人は往々にして孤立する場合が多いように思われますので、そうさせない為に自分が出来る事は何か？との自らに問いかけた結果が今回の行動です。
　闘いは新たな段階を迎えた訳ですが、「一人より大勢の声」を目指して引き続きみなさんとご一緒出来れば、と考えています。
　竹花発言、存在が気になっています。処分が判明した後の時点で「もしかして、あれは良い方向に向かった伏線では？」との私の問いかけに、Sさんは「あれは仕組まれたもの、ジェスチャー」との見解でした。
　でも、私はMさんの見解に首肯します。と、申しますのは定例会に合わせて、委員６氏宛に郵便で封書で認めて抗議文を４回送っていますので、もし本人に手交されているのであれば外で何が起きているのか、他の大勢の方の抗議文と併せて、そのきっかけになったのでは、と淡い期待を持っていたからです。（法務監察課長の松川さんにも２度出しました）
　都教委の窓口の対応から判断すると「甘い！甘い！」と言われそうですが、どこかに良心を持っている人もいる、と根津さんもお考えです。私も同じ思いです。（それにしては、開催数があまり多くないのに内舘氏が欠席で、あまり委員会の重みが感じられませんが）　　　　　　（越前谷龍満）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　●　解雇させない会　御中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　解雇阻止ほんとうによかったですね。
　私は28日と31日はどうしても時間がとれずに支援行動に参加できませんでした。 31日もでかけていて状況がわかりませんでしたで、午後4時半に都庁にいってみましたが、第二庁舎前はがらんとして、誰も来ていなかったので、多分解雇処分は出されなかったのだろうと思いました。
　31日朝はみんなが手を取り合って泣いたとのことですが、私も涙腺がゆるい方ですからそうなっていたでしょう。根津さんを見ていて、一人の人間が行動することの重み、大切さということを本当に知りました。3月31日は教育行政の暴政とたたかう多くの人たちのこれからの戦いを勇気付ける大きな転換点となったのではないでしょうか。
　書きたいことはたくさんありますが、わたくしの叔父さんは軍国少年で少年航空兵に志願し、最後はインパール作戦に参加し、かろうじて生還してきました。その叔父さんが常にいっていたのは「軍隊というところは人間を人間でなくしてしまうところだ」ということでした。
　都教育委員会の対応を見ていて強く感じたことは「石原都政下の都庁は、都庁職員を人間でなくしてしまうところだ」ということです。教育という人間性が最も重要な仕事に関連した行政にたずさわる人達のこのような姿を見ていると、東京都の教育行政の最大の被害者は子供たちだというおもいが強くします。こどもたちのため、民主主義を守っていくためこれからも「君が代・日の丸強制」反対のたたかいに微力ですが参加していきたいと思います。（永井晶）

（永井さんは、人事部行動で、金井係長に対して本気で怒っていらしたのが印象的でした。）

　　●根津さんと「世間」―辺見庸氏の講演をめぐって　（辺見庸氏の講演）

　４月５日に作家辺見庸氏の講演会があった。死刑制度の廃止を訴える３時間半にわたる講演だった。この講演のキーワードは「世間」。日本での死刑制度廃止の難しさの根本を「世間」ということばで辺見氏は語った。「世間体」「世間の目」、日本人はいつも自分ではなく「世間」に価値基準をおき、そのハーモニーを崩さず生きることを常としてきた。

　辺見氏は、「正しいと思うことだったら一人でも行動すべきだと生徒たちに言ってきた。自分の教育に反するから『君が代』に不起立する」という根津さんの意見に百パーセント賛意を表明した。そしてほとんどの教員が起立している今の状況に、「教員たちはもっと自己の矛盾を表現すべきではないか、もっと苦しむべきではないか」と投げかけた。教職員組合へは「組合には個人がない。あるのは諧調（ハーモニー）。ないものは主体性」であると痛烈な批判を展開した。

　さらに氏は、根津さんは、必ずしも公権力や都政だけではなく日本的な日常、つまり「世間」と闘わざるをえないからこそ「絶望的に孤立した闘い」になってしまうとも語った。「戦後民主主義は『世間』を超克しえなかった。だからこそその『世間』がいま死刑問題をふくめ大爆走を始めている」というのが氏の結論である。

　根津さんの闘いの困難さを辺見氏は「世間」という言葉で表現した。その重さを肌身で感じているのは他ならない彼女自身だと思う。だからこそ戦後民主主義の課題を根津さんは一身に担っているとも言えるのではないか。この講演の時点で辺見氏は多分、今回の「君が代」解雇阻止については知らなかった。もし、それを知っていたら「絶望的に孤立した闘い」が「世間」を動かし風穴を開けたということに希望を見たにちがいない。「世間」を嘆くことではなく、「世間」を変える努力こそが希望につながる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐々木有美）…ビデオプレス

　　●海外からのメッセージ

▼フランスの教員組合、スュッド・エデュカシオン連盟（SUD Education）からの支援メッセージ
　「東京都の日本人教員弾圧に反対！」
　私たちは、根津公子さんに対する東京都教育委員会の処分決定（停職６か月と別の養護学校への異動）のニュースを知ったところです。
　根津さんは、東京都と教育委員会が教育制度の中で強制しようとしている時代錯誤の国家主義的慣例に対して、抵抗しています。 東京都と教育委員会が今回もまた、彼女の抵抗をあくまで厳しく処罰しようとしたのは明白な事実です。また、この決定に表された正義・正当性の概念は、人と場合によって変わることも明らかです。同様に不起立をしても、このような不公平きわまりない処分を受けなかった教員もいるのです（それは喜ばしいことですが）。したがって、根津さんについては、彼女のような勇気ある行動を他の教員がとらないようにするための、みせしめの処罰だといえます。
　私たちはまた、パリの日本大使館が私たち組合の連合組織ソリデールの代表と面会するのをまったく拒否したことを、大変遺憾に思っています。私たちはその場で、闘う日本人教員との全面的な連帯を表明するつもりでした。私たちが受けとった唯一の回答は、東京都の当局に直接あたってほしいというものでした。
　私たちはここで再び、根津さんをはじめとする日本人教員への固い支援を表明し、彼らのアンガージュマン（自由な個人の選択による世界・社会参加の行動）に対する不当な弾圧に関して、警戒をつづけていきます。私たちは彼らの側に立ち、フランスや国際的なパートナーに対して、東京都当局の態度を告発しつづけていきます。
　 　　　　　　　サン＝ドニにて　　SUD Education スュッド・エデュカシオン連盟「国際部」委員会
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　ステファン・アンジャルラン
 ＊教員組合のスュッド・エデュカシオンは、さまざまな職業分野にできたSUDを中心にして出来た44の組合の連合体、ソリデール（「連帯して」の意）組合連合（Union Syndicale Solidaires）に属している。
▼全教組ソウル支部チョヒジュさん
　根津公子同志が解雇されなかったとのこと、おめでとうございます。同志たちの団結した闘いの成果です。解雇を覚悟し、そのいかなる犠牲も甘受し、君が代不起立を貫徹した粘り強い闘争の成果です。
同志たちの勝利を、あらためて心よりお祝いします。　　2008.4.1
▼スティーブ・ゼルツァーさん
　私たちは、日本の全ての反戦教師を守るために連帯を強化できただけではなく、これからも引き続き追求されるべきアメリカと日本の労働者の共同闘争において、歴史的かつ重要な連携を構築することができました。
　連帯を込めて、スティーブ　　　2008.4.5

▼アーリーン・イノウエさん
　根津さんと日本の先生方の勝利を聞いて、どんなにうれしかったか言葉では言い表せません！
根津さん！貴方の勇敢さは私たちを鼓舞激励し、貴方の闘いは国際連帯運動を発展させてきました。これは二重の勝利といわねばなりません。
一人の人間としてそこまで自らの意志を貫き、多くのものを獲得できたことに、本当に感激しています。私たちは強い絆で結ばれた仲間（シスター）であり、平和と正義の追求が私たちを結び付けていることに心より感謝します。
　心を込めて、アーリーン・イノウエ　　　　2008.4.6

▼グレゴリー・ソティアさん
みなさんへ、　このような結果に到達できて本当にうれしいです。終わりなき戦争に反対する日本やアメリカなど多くの国の教師たちにとって、未だ多くの為すべきことがあります。
　根津さん、貴方の献身さ、心意気と勇敢さがこの結果を引き出しました。私たちの支援が今回の勝利に到達する一助になることができて、とてもうれしいです。
　私たちは、平和と正義のための闘いで、変わらぬ同志であり仲間です。
　連帯を込めて、グレゴリー・ソティア　　　　2008.4.5
●意見広告基金のために「解雇させない会　青年部」から

 　康子さま（影書房「希望は生徒」の編集者）

　ほんとうにお疲れさまです。私は大して動けませんでしたが、一人一人それぞれの力が状況を動かした事がすばらしかったです。
　今日、辺見庸の講演会で根津さんの話が出て、根津さんの起立できない理由を述べた上で、「根津さんの行動を100％支持する。ごく当然の事だ。」と言ってました。講演会の話の流れでうまく説明できませんが、うれしかったし、すばらしかったです。松原さん佐々木さんもいらしてたのでまた報告があるかもですね。
　私の出発が７日の早朝です。（ドイツに出発…中村さんはピアノコンサートをあちこちで開催し、その収入のすべてを、意見広告に寄付してくれました。）

　皆さんにお会いしたいと思いながら結局時間を作れませんでした。ごめんなさい。今回の事ですごく勉強させてもらったし、悩んだし、貴重な、すばらしい体験ができました。
　今後ともできる事をやろうと思います。またよろしくお願いします！（中村めぐみ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　＊　　　　＊

　吉田さんご無沙汰しています佐藤恵子です。
　根津さんの解雇を阻止されたと伺い、感激しました。私、丁度（岩手）帰省しており、車で遠野を通っている途中でした。晴れ晴れとした空に真っ白な岩手山を眺めて涙がでました。良かったぁ！
吉田さん始め青年部の皆さんに心から感謝しています。ありがとうございました。中村さんにお会い出来る日わかり次第お知らせ願います。　　（佐藤恵子）

（佐藤さんは、会社の朝のスローガン復唱に異議をとなえ、自分の意思を表明し、きちんと闘っている。）

　　●鶴川で根津さんが出会った「虹の種」の皆さんから

「“こころあるもの”を次世代につないでいきたい」
 今回、都教委が根津せんせいに対して『解雇＝免職』処分を下せなかったことを私は心からうれしく思います。彼らがしたかったこと（＝免職）をできなくさせた。それは今回行動を起こされた一人ひとりの力、だったのだと思うと、さらにうれしいのです！
 ある時、私たち地域の住民で作った小さなグループ『虹のたね』の話し合いの場で、こんなことを話しました。
「私たちは、私たちらしい方法で根津せんせいを応援したいね～。コブシ振り上げて・・・っていうのは小さな子連れの私たちにはどうも似合わないかなぁ・・・そうだ、どんな場でも、笑顔、笑顔を忘れずに、ニコニコしながら“プロテスト(＝抗議）”したいね！それがきっと“私たちらしい”応援の仕方になるんじゃないかなぁ・・・」
　一人ひとりの心は自由であるべき。根津せんせいは『日の君』問題を通して、そういうことをおっしゃっているのだと思います。だから抗議の仕方も自由に、個性豊かに、私たちらしく！そんな心意気を持って都教委に挑んだ(笑）わけです。親もニコニコ、子どももニコニコ。脱力感溢れる（？）応援で～（笑）

 私たち大人は次世代の人たち（＝子どもたち）に対して時代を引き継いでゆかなければならない、という責任を負っています。その引き渡すものが”こころないもの”であってはならないのです。
　たとえ時代は変われども、強圧によって屈することなく、真の自由が守られる、生まれてから死ぬまで自分が自分でいられる“こころある”国、世の中を次の世代に引き渡したい。そう願ってやみません。
　根津せんせいや河原井さんが最初に一滴となって下さった。そして私たちは、そのあとに続く一滴一滴となり・・・やがてそれはいつしか誰にも止められない、大河の流れとなると強く信じています。今回の勝利はそれを証明してくれた、と。
　私たち一人ひとりの力は弱いかもしれない。一滴の水が地面に落ちたなら、すぐに乾いて消えてしまうでしょう。けれどもそれらがたくさん集まったとき、その流れはもう誰にも押しとどめることはできず、必ず何かを変えてゆける、と。
　が、”勝利”とは言っても、もともと何がしかの『処分』を下されること自体が不条理（ナンセンス）なことなのですから、これからも皆様と志おなじくするものとして、皆様からパワーをいただきつつ、根津せんせいたちを応援し続けようと思います。私たちの、私たちらしいやり方で。
　根津せんせいのような素敵な先生が免職にならなかったことを素直に喜びたく思います。おめでとうございました・＾＾・そして根津せんせいほか不起立・不斉唱を貫かれている、全国の教育現場の方たちに心からの尊敬の念をささげます。
　それぞれの方法で応援されていた皆さん、本当にありがとうございます。今回はお疲れ様でした、そして・・・ひとまずは・・・ヤッタネ！（笑）　2008,4,14,Monday　　　重村はるか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　＊　　＊

　『免職にならなかった』ことを、根津先生は「支援してくださったみなさんのおかげ」とおっしゃったが、それはやっぱり処分がはじまってからも一貫して「学校で“強制”があってはならない。」と声をあげ続けている根津先生の力だと思います。その姿を見、話を聞き、人柄に触れた人たちがいても立ってもいられず行動した。
　根津先生、河原井先生以外にも処分を受け、裁判で闘っている先生、家族の生活を守るために不起立できないでいる先生。知ってしまった私たちは、学校で起こっていることを世間の人たちに知らせる働きかけをする責任があるのだと思っています。　　　　　　　　　鶴川在住　　川谷恵子
　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　＊

　　

　　●近藤順一さんから南大沢学園のみなさんへ　　　（4/16手紙を手渡しました。）

　　　　　　　　

　　　　　　　　　私達は、教える機械じゃありません　　　　　八王子市立第五中学校夜間学級
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　被処分者　近藤順一　　　　
　　　　　　

　都立南大沢学園養護学校、学校長及び都教委の皆さん、
　新年度を迎えお忙しい毎日かと察します。この３月の卒業式でも「日の丸・君が代」強制、処分が強行されました。とりわけ３月まで貴校に在職していた根津公子氏には停職６ヶ月という重い処分が課されました。私は、自分に課せられた処分と共に、これに強く抗議します。
　根津氏は「教育に反することには加担しない。理不尽なことには服従しない。それが教員としての職務と思うから私は着席します。」（『希望は生徒』）と述べています。　　　　　　　
　私も３回目の不起立、２回目の処分を受ける中で、自らの思想・良心の自由を保持すると共に、生徒に対し、多様な考え、行動があることを示す必要を感じます。学校現場での職務遂行としての不起立の意義を考えています。今回、現職解雇という遮断ではなく、対話の道を選択した皆さんが、これ以上の強制、処分を停止することを強く要求します。
　　
　教職員の皆さま、生徒・保護者の皆さま、地域の市民の皆さま
　私達は、現職解雇を危惧していました。停職６ヶ月という重い処分ではありましたが、解雇を免れました。その背景には、皆さまの力強い声と行動があったと確信しています。この間の皆さまの取り組みに敬意と感謝の意を表します。
　私達は引き続き訴え行動します。不服従を貫く教員を「ガン細胞」と称し、「不適格者」として嘱託解雇・不採用にする、ましてや「現職解雇」さえ危惧され、強制異動（配置転換）によって物か機械のようにあつかわれる。これは、新教育基本法、新学習指導要領、教員免許更新制による近い将来に「一般化」される「排除の事態」ではないでしょうか。そして、現在、労働現場で先行、普遍化している日雇い派遣、ポイント派遣、臨時雇用など、人を人とも考えない事態と重なるのではないでしょうか。それが、私達の先輩教員が手を染めた「教え子を戦場に送った」道に通じることを２１世紀の今、現実問題として考えています。
　昨日、根津氏の新たな職場である都立あきる野学園養護学校を訪れました。都教委の皆さんにただ一つ感謝すべきは、すばらしき自然に囲まれ「山笑う」季節に、正に奥多摩の山々に迎えられたことです。
　私達は、今後とも苦難の境遇に呻吟する若者をはじめ各界各層の皆さまと共鳴し、自らの信じる道を歩みたいと思います。　　（２００８．４．１６）
　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　＊　　　　＊

　

　●体中に満ちる悔しさのようなもの、虚しさのようなもの　　　　　　東本高志（大分）

「『都教委は私を首にできなかった。大勢が動けば、状況は変えられる』と、都立南大沢学園養護学校教諭の根津公子さん（５７）は、処分が停職六カ月にとどまったことに、満面の笑みで “勝利宣言”した」
　私も当然、根津さんの上記発言には深く共感するのですが、同時に、なにか納得できない、悔しさのようなもの、虚しさのようなもの、が体中に満ちて残念でならないのです。もちろん根津さんに対して、ではありません。あえて名指しすれば、それは、根津さんもそのお仲間のひとりである学校教職員の組合組織、日教組（民主党・連合系、一部社民・新社会党系）、全教（共産党系）という組織に対する怒りです。
　毎日新聞3月26日付の「記者の目」（湯谷茂樹記者）によると、「根津さんの加盟する日教組傘下の東京教組」は、「村山政権発足を機に、95年に文部省（当時）との関係 を協調路線に転換」する以前の「（日の丸・君が代強制の）反対方針は変えていないものの、（95年以後は）反対行動の提起はしておらず、処分に伴う経済的損失までは 『支援できない』という姿勢だ」といいます。 
　また、全教傘下の都教組北多摩西支部の「『日の丸』『君が代』おしつけに反対し、 父母・地域・教職員の民主的合意にもとづく学校教育を」（1999年10月5日）を見ると、次のような指導方針が記されています。「結果として『おしつけが強行』されたり…『職務命令』で押し切られることがあっても、そのことで“ガッカリ”することなく子ども中心の感動ある行事にしようではありませんか。また、実力行使や個人的に行動することなくあくまでも教育の条理をにたってよく相談してすすめましょう。ひきつづき職場の協力態勢を保ち、父母・地域の声を広げるとりくみを粘り強くすすめようでは ありませんか」（「４私たちのとりくみ」「３）職場の合意づくりを」）。
　上記の２つの記事から看て取れることは、日教組、全教とも、「日の丸・君が代」強制に反対の意思表示をするための「不起立・退席」などの「実力行使」を「個人的な行動」とみなし、否定していること（少なくとも肯定的には見ていないこと）です。「日の丸・君が代」強制にはわれわれも反対だが、「不起立・退席」などの個人的な実力行使は慎もう。また、そうした個人的な行動に対する「処分に伴う経済的損失までは 『支援できない』」という具合です。
しかし、上記のような考え方は、労働組合運動の本来のあり方を見失った考え方というべきではないでしょうか。無産者としての労働者は、権力者（富を占有する者）としての資本家・雇用者に比して弱い存在である。ゆえに労働者個人としては資本家・雇用者に対抗する術はなく、 劣悪な条件のもとでも生きるためには“ただがまんして”働かざるをえない。しかし、労働者が“団結”して資本家・雇用者に立ち向かえば、資本家・雇用者は、労働者の ストライキの行使などで被る損失と若干の賃上げ、労働条件の改善とにかかる費用との損得勘定を計算して、ストライキの行使などで被る損失の方がより甚大であると判断した場合妥協を図ろうとする。その成果物が賃上げとなり、労働条件の改善となる。無産者としての労働者の唯一の武器は“団結”の力である。「万国の労働者、 団結せよ」（マルクス・エンゲルス『共産党宣言』1848年）。こうして国際法でも、日本国憲法でも労働者の「団結権」「団体交渉権」が保障されるようになった、というのが、労働運動発生史の初歩講座的ガイダンスではなかったでしょうか？
　つまり、このことを「君が代不起立」を貫く根津さんたちの闘いに即していえば、わが国の学校教職員（日教組、全教）が一丸となって「君が代不起立」問題に取り組めば、根津さんたち一部の教員（10・23通達に基づく処分者数４０８名）に懲戒処分などの過度なしわ寄せがいくこともなく、権力者側（特に東京都）の権力乱用をあらかじめ阻止する“力”になりうるのではないか、ということです。“団結は力”なのです。なぜ、日教組（社民党系）、全教（共産党系）は、上記のような労働組合運動の本来 のあり方を見失ってしまったのでしょうか？　
　組合全体として「君が代不起立」の方針を採用してしまうと、今度は逆に「君が代不起立」という実力行使に批判的な者の「内心の自由」を損ねてしまう、ということを仮に危惧しているのであれば、彼、彼女らの自発的意思を尊重し、組合として組合員全員に「君が代不起立」を強制しなければよいだけの話です。
　第一、「内心の自由」の尊重を主張するものが「内心の自由」を 踏みにじるような強硬手段を組合員に課するというのも解せぬ話です。組合員ひとり ひとりの「内心の自由」を尊重しながら、組合として「君が代不起立」の実力行使を含めて「闘う」姿勢を貫こうとすることは決して矛盾しないでしょう。 日教組、全教のみなさんには、「大勢動けば変えられる」という上記の根津さんの言 葉の重みをあらためて強く噛み締めていただきたいものだと切に思います。失礼なことばを最後にあえて付け加えます。あなたたちに「世の中を変えたい」という思いがほんとうにあるのならば。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東本高志＠大分　taka.h77 at basil.ocn.ne.jp
●門真３中・４中教員に「入学式不起立禁止の職務命令」発令糾弾！（大阪府で初！）  
   　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸田ひさよし（門真市　市議）   - 08/4/10(木) 13:48 -  
   4/3申し入れで「不当な職務命令を発する事のないよう」申し入れたにも拘わらず、門真市では、中学入学式当日4/7(月)朝に、３中・４中で学校長から「入学式出席教員」に対して、「国家斉唱の時は起立しているように」という「職務命令」が文書で発令された。むろん、門真市教委が府教委からの強い圧力を受ける中で、校長にそうするように指示したからである。4/8(火)に戸田が教委に「なぜ３中・４中の教員にだけ職務命令を出したのか？」と聞いたところ、「卒業式に時に、３中と４中では出席教員のほとんどが国家斉唱時に着席する、という事が起こったから。他校では教員の着席はあった場合でも極くわずかだった。」と答えている。
　市教委がこれを最終決断したのは、4/6の日曜日で、土曜、日曜と３中・４中の校長と協議したが、各校教員に絶対に不起立させないためには「職務命令」を出すほかないと判断せざるを得なかったという。（戸田取材に教育部長4/10談）
　土・日と続けて校長を呼んで実情把握や協議をするとはただ事ではない。門真市側の「苦渋」が伺える。（「出来る限りの教員指導はしましたから」と、「人事を尽くして天命を待つ」で割り切ればれればよかったのだが。）また、今まで府教委は「国歌斉唱起立は職務命令になじまない」という対応を取ってき
たというから、府教委の対応の変化も尋常ではない。これも「産経効果」か？
●「国家斉唱の時は起立しているように」という「職務命令」とは、要するに君が代斉唱に対する「不起立禁止の職務命令」であり、教員の「内心の自由の行使」を「職務命令違反」とする形式を取って処分に持ち込むための手はずである。
●これは「国旗国歌への忠誠」を権力者が満足する行動で示さなければ（現在的にはそれが日の丸掲揚・君が代起立斉唱だが、東京では「大きな声で歌う」事まで強制している）処罰するという体制を取って、教員を政府の言いなり教員に仕立て上げようとするもので、絶対に許されない！
●日の丸・君が代強制での「職務命令」発行は、門真市で初めてだけでなく、実は大阪府でも初めての事だった！（東京あたりでは乱発されてきたが）これは、いよいよ大阪でも極右橋下知事誕生・新人事体制を契機に、先輩格の東京・石原ファッショ都政を見習って強制の度合いを上げようとするものである。
●そのために絶好の旗振り役を果たしたのが、産経新聞（の扇動的記事）だった、というわけだ。
　まさに戸田が糾弾して止まない、　　　・産経新聞がどこかの学校の問題を取り上げ　

・それを読んだ右翼反動どもがその学校や教師を攻撃し　　　・政府・教委が学校統制を強化する、
という「三位一体の連係プレー」ではないか！
●「卒業式での不起立教員」への処分攻撃がどうなるのかは予断を許さない状況であり、絶対に処分を許さない闘いが必要だが、今後の問題としては来年の卒業式入学式に向けて、門真市だけでなく大阪府全域で、日の丸・君が代強制について「職務命令攻撃」が進められるという事であり、これを押し返していく闘いも必要とされる。いざ、闘わん！ともに！　
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       水道橋研修センター３月３１日


　　  河原井さん、処分への抗議表明
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　　　　 南大沢学園3月31日


　　 　　根津さん、喜びの会見








激闘の2ヶ月　　　　　事務局


　　　　　　　














根津さんとともに、学校現場で生きるということ
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革命は決して悲愴なものではなく、のんびり雄然とかまえて何回失敗してもがっかりせず、頭をかきかき、くり返しやるものだろう。





この2ヶ月間　都教委行動に、校門前行動に、意見広告掲載にと、いろいろな人が携わってきました。その人たちの思いをここに紹介します。
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